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AI利活用のための教育プログラム

学生便覧p29に記載
AI利活用のための教育プログラム

①「リテラシーレベル」全学（国際学部・経営情報学部）対象
（2023年度以降入学生）

②「応用基礎レベル」経営情報学部対象
（2021年度以降入学生）



①AI利活用のための教育プログラム
「リテラシーレベル」

修了の認定＝以下の科目を修得
• AI・データサイエンス入門（2単位）
• 統計学（2単位）

上記両科目の履修者は自動で教育プログ
ラム「リテラシーレベル」の登録者とみ
なされ、単位修得者は修了証を得ること
ができる。修了証は成績証明書に記載さ
れる。



②AI利活用のための教育プログラム
「応用基礎レベル」
モデルカリキュラム1：
「機械学習」
「情報アクセスシステム」
「アルゴリズム」

モデルカリキュラム2：
「情報アクセスシステム」
「アルゴリズム」
「データサイエンス」
「人工知能」

モデルカリキュラム1か2を履修した人は
AI利活用のための教育プログラム「応用
基礎レベル」の登録者とみなされ、単位
修得者は修了証を得ることができる。修
了証は成績証明書に記載される。



②AI利活用のための教育プログラム
「応用基礎レベル」

修了の認定＝
応用基礎レベル科目対応表（表）につ

いて、以下の条件a、b、c、dを全て満
たすこと。

a．青で示した各行について〇のつい
た科目を1つ以上修得する

b．1.3～1.5の1区画から〇のついた科
目を1つ以上修得する

c．2.3～2.6の1区画から〇のついた科
目を1つ以上修得する

d．3.5～3.8の1区画から〇のついた科
目を1つ以上修得する

後に苦労することになった



本学「応用基礎レベル」：特徴

• 伝統的に開講していた情報システム学科の専門科目で応
用基礎レベルの要件をほぼ満たすことができた（本学で
は「データサイエンス」を2016年度から開講）

• 学部単位での申請であるため、複数の科目で科目の開講
区分を学科専門科目から学部専門科目に変更

• 結果的に申請要件をスムーズに満たすことができた

• 2022年度準備開始～2023.4月学内プログラム開始
～2024年5月MDASHリテラシー／応用基礎申請
～2024.8月認定



本学「応用基礎レベル」：苦労した点

• 伝統的に開講していた科目を多数合わせることで要件を
満たせたが、少数の科目で満たせないことが仇になり、
修了要件や科目管理が複雑化



本学「応用基礎レベル」：苦労した点
• 対象科目が14科目になり、申請書類の記述、担当教員
からの情報提供の取りまとめが複雑化

• 実際に5.10に申請→5.30に再提出依頼のメール

→6.5に再提出→6.20に文科省から再々提出依頼の電話

→6.20に再々提出 →8月認定



履修者の集計

①「リテラシーレベル」全学（国際学部・経営情報学部）対象
（2023年度以降入学生）

②「応用基礎レベル」経営情報学部対象
（2021年度以降入学生）

様式1の⑤修了要件

本学「応用基礎レベル」：苦労した点



申請書類（取組概要）：リテラシー



申請書類（取組概要）：応用基礎



本学プログラムの特色： AI計算機
• 学内に設置して運用中 NVidia DGX Station、A100（80 GB）×4枚＝320 GB



科目「AI・データサイエンス入門」（リテラシーレベル）

キャッチコピーAIモデルプロジェクト： 学生参加の生成AI（大規模言語モデ
ル）ファインチューニングのPBL

1. 学生毎に10個の学習データ作成を課題とする。全履修生分をまとめて約1700

件の指示文と正解（キャッチコピー）よりなる訓練データセットを構築。

2. 学内AI計算機でファインチューニング（OpenCALM-1b（10億パラメータ）
＋LoRA）（別科目の研究ゼミ履修生らによる）してキャッチコピー生成AIを
構築



ファインチューニング前の出力（意味不明な出力）

ファインチューニング後の出力（大学祭のキャッチコピーになっている）

科目「AI・データサイエンス入門」（リテラシーレベル）
キャッチコピーAIモデルプロジェクト： 学生参加の生成AI（大規模言語モデ
ル）ファインチューニングのPBL

3. 学生はキャッチコピー生成AIで「未来をテーマにした大学祭のキャッチコ
ピーを生成してください」と指示（例）してキャッチコピーを生成し、生成
AIのファインチューニングの効果を体験
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